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研究成果の概要（和文）：アフリカ熱帯林における住民のタンパク質獲得活動の理解は，彼らの健康な生活と自然環境
保護を両立させるために重要である。本研究は，その獲得活動の現状を把握し，新しいタンパク質生産の方法を見いだ
すことによって，この両立への手がかりを得ることを目的とした。研究の結果，住民の生業活動の時間的・空間的広が
りは従来考えられていたものよりも広く，保護活動の立案においてこのことを考慮する必要があること，単に住民たち
に家畜や養殖魚を渡して飼育を奨励するのでは不充分で，その受け皿になる住民組織，地域の経済・流通活動等を深く
理解して導入を実施する必要があることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Understanding of protein acquisition activities of residents in the African 
tropical forests is important not only for their healthy life, but also for the protection of natural 
environment. To obtain a clue to solve this problem, this study aimed to understand the current situation 
of protein acquisition, and to find a way of new protein production. As a result, it became clear that 
the temporal and spatial extent of subsistence activities is wider than that previously thought. Thus it 
is indispensable to take this extent into account in planning of protection activities. Second finding is 
that it is not sufficient to deliver the livestock or cultured fish to the residents to encourage 
breeding. Deep understanding is required on the local organizations which can become the saucer of the 
international aid, and on the economical and distribution activities in the relevant region.
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１．研究開始当初の背景 
アフリカ熱帯林における住民のタンパク

質獲得の問題は，喫緊の課題である。タンパ
ク質性食物は炭水化物性食物と並んで，熱帯
林における人間の生存の制約条件となって
いる。炭水化物については，供給が不足して
いるという事例は多くないが，タンパク質に
関しては，近年その供給構造が大きく変わり
つつあり，地域によっては住民の健康な生活
自体が脅かされる恐れもある。一方，森林の
自然環境保護の立場からいっても事態は深
刻である。「空洞化した森林」という言葉に
象徴されるように，現在の熱帯林は，少なく
とも人間の居住地の近辺では動物の見られ
ない森になりつつある。 

 
２．研究の目的 
本研究は，上記の状況をふまえ，申請者ら

のグループがアフリカ熱帯林において続け
てきた生態人類学的研究を基盤として，住民
のタンパク質獲得の正確な現状を把握し，積
極的なタンパク質獲得・生産の方法を見いだ
すことによって，この問題の解決への手がか
りを得ようとするものである。 
 
３．研究の方法 
 研究は，以下の 3 つの項目を中心としてお
こなった。おもな調査地は，研究代表者が
1980 年代から調査を続けてきた，コンゴ民
主共和国赤道州ワンバ地域である。 
1. 自然からのタンパク質獲得の現状を明ら

かにする : 上記の消費をまかなうタン
パク質獲得が，狩猟，漁労，採集活動に
よってどのようにまかなわれているかを
調査する。 

2. 住民によるタンパク質消費および流通の
現状を明らかにする : 調査地域の社会
経済的な状況を押さえた上で，そこでの
日々のタンパク質消費，および調査地外
へのタンパク質性食物の移出状況を調査
する。 

3. 新たなタンパク質生産の可能性を探る : 
以上の調査で明らかになった現状をふま
え，国際 NGO およびローカル・アソシエ
ーションによる家畜の集団飼育，魚類の
養殖，豆類の栽培など，将来に向けての
新たなタンパク質生産の可能性を探る。 

 
４．研究成果 
 まず，上記１の，自然からのタンパク質獲
得の現状を明らかにするため，本計画以前か
らおこなってきた，ノート留め置き法による
食料調査を継続するとともに，それを補完す
る，一日あたり数家族を対象として，家に持
ち帰られた食料の重さをすべて計測すると
いう直接調査を実施した(研究協力者，山口
亮太による)。その結果，ノート留め置き法
の不確実さを是正することができたと同時
に，現地の人々は，たんに「腹を満たす」だ
けではなく，日々の食物のバラエティにも気

を配りつつ，豊かな食生活を志向しているこ
とが明らかになった。研究協力者の増田弘は，
これまで個人的におこなっていたコンゴ川
水系の漁撈活動調査の知識を生かして，調査
地ワンバの漁撈活動の同行調査をおこない，
漁撈キャンプにおける具体的な漁撈活動と
その位置の記載，漁獲量の計測をおこなった。
これまで伝聞でしかわからなかった，彼らの
狩猟・漁撈キャンプでの具体的な活動状況が
明らかになった。また木村は，GPS を使った
罠漁および焼畑耕作の空間的な広がりを詳
細に調査した。増田，木村のデータから，今
後の自然保護活動においても，そういった彼
らの生業活動の空間的・時間的広がりを考慮
に入れる必要性があることがわかった。 
 次に，２のタンパク質消費・流通の現状に
関して，木村は別経費で渡航した指導学生の
高村伸吾とともに，調査地ワンバ地域から東
部州州都キサンガニにいたる，獣肉を含む森
林産物の交易ルートの調査をおこなった。そ
の結果，1990 年代のコンゴ戦争において，流
通インフラが壊滅した後，この地域の人々は
現金獲得のため，数百キロメートルの距離を
へだてた交易活動を，主として徒歩でおこな
っているありさまが明らかになった。 
 ３の新たなタンパク質生産の可能性に関
して，研究協力者の松浦直毅は，家畜の集団
飼育，魚類の養殖，豆類の栽培などを実際に
担うローカル・アソシエーションの調査をお
こなった。その過程で，彼らと協同して，実
験的ブタ飼養などのプロジェクトを立ち上
げた。その結果，2000 年代に入って，国際的
な援助活動の展開とともに，そういったアソ
シエーションはいわば雨後の筍のごとく数
多く設立されたが，それらは必ずしもうまく
機能しているわけではないこと，その適切な
運営のためには，地域の社会構造や教育水準
の深い理解が必要であることが明らかにな
った。 
 また，ワンバ地域での調査に加えて，都市
部におけるタンパク質獲得の現状を押さえ
るため，研究分担者の池谷和信はコンゴ民主
共和国の首都キンシャサにおけるブタ飼養
を，小松かおり，北西功一はより森林破壊の
進んだガーナにおけるタンパク質獲得の現
状について調査を進め，比較資料を蓄積した。 
 全体をまとめると，調査開始当初は，タン
パク質獲得の問題を解決するためには，その
土地に魚の養殖，畜産などを導入する必要が
あるだろうという，どちらかというと単純な
見通しであった。実際，この問題に関わる多
くの国際援助が，そのような活動をおこなっ
ているのである。しかし実際に調査および実
験的援助活動をおこなってみると，事態はそ
れほど簡単なものではないことが徐々に明
らかになってきた。まずタンパク質獲得に関
しては，熱帯林の人々のそれに関わる活動が，
季節的に本村と離れた狩猟・漁撈キャンプに
広がっていること，タンパク質摂取に関して
も，彼らの食物に対する嗜好性を考慮に入れ



ないといけないこと(たとえば，とくに年寄
りは，家畜の肉を食べることを嫌がり，野生
獣肉を好む傾向が強い)などが明らかになっ
た。また，タンパク質の消費・流通に関して
は，大都市に向けての獣肉の流通が無視でき
ない量にのぼっており，地域の生態はそれだ
けで完結しているわけではなく，より広い地
域における流通経済を考えに入れないと理
解できないことが明らかになった。さらに，
新たなタンパク質生産に関しても，たんに養
殖魚や家畜を導入し，その飼養を奨励するだ
けでは実際はうまくいかず，それを実際にお
こなう人々の社会的な関係を粘り強く育て
ていく必要があることが痛感された。このよ
うに，問題を解決すると言うよりは，むしろ
問題を発見したことが，このプロジェクトの
成果であったと言えるわけだが，いまなお，
単純に養殖・畜産を奨励することがダイレク
トにタンパク質問題を解決すると信じられ
ている開発援助に対して，このことを発信し
ていくのが今後の課題であると言える。 
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